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こ
こ
数
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
議
会
報
告

会
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
活
動
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

5
月
に
法
的
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
少
し
で

も
早
く
か
つ
て
の
日
常
を
取
り
戻
し
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

議
会
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
策
提

言
な
ど
を
行
い
、
市
民
生
活
を
守
る
た

め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
４
年
に
一
度
の
都
留

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
施
行
69
年
が
経
つ
中
で
初
の
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
常
に
自
己
研
鑽
に
努

め
、
よ
り
一
層
皆
様
に
寄
り
添
う
姿
勢

で
今
後
の
議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
編
集
委
員
　
国
田
　
正
己
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９月定例会日程（予定）
　　●開　　会  ９月 ７日（木）
　　●代表質問  ９月19日（火）
　　●一般質問  ９月20日（水）
　　●閉　　会  ９月29日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●9月4日（月）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　都留市には本校のほか、山梨県立産業技術短期大学

校都留キャンパス、都留文科大学、健康科学大学などの

教育機関が多くあり、教育環境がとても充実している県

内有数の街だと思います。また、様々な分野の企業が集

中しているだけでなく、都心へのアクセスが良いことから

東京方面への通勤・通学者も多く、学びや労働の機会が

豊富に与えられている立地だと思います。

　東京まで約１時間半という距離感や、自然が豊かで住

みやすく、水もおいしいこの環境で過ごせることに日々あ

りがたみを感じてもいます。

　新型コロナウイルスの影響もあり、大名行列をはじめと

する様々な行事が縮小されていましたが、今後、コロナ禍

前のあの活気が戻ることを大いに期待しています。

私たちが過ごす都留市について思うこと

山梨県立都留興譲館高校　
3年

滝口　宗大さん

　都留市は学生達との距離が近い町だと私は思います。

　学校の周辺には若者が遊ぶ場所がたくさんあるだけで

なく、私が通う高校の近くには複数の大学があり、本校と

学習支援などの交流が行われています。大学とはどのよう

なところかを直接的に感じることが出来るとともに、おの

ずから大学に対する意識も高まってきます。

　一方、都留市は水かけ菜の栽培が有名ですが、地域の

特徴を生かした特産品作りにも大きな魅力を感じていま

す。そして、歴史ある街並みの中で地域の方々を中心にと

り行われている八朔祭りには、郡内や県内の方々のみな

らず、全国各地や海外からも多くの観光客が訪れます。こ

のような都留市の魅力を私も何らかの形で発信していけ

たらと思っています。

都留市について感じていること

山梨県立都留興譲館高校　
3年

小幡　真央さん

18

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　都留市がアメリカ合衆国のヘンダーソンビル市と姉妹都市締結を
してから今年で40年。この間、公式訪問団や姉妹校での取り組み、ち
びっこ海外使節団など、たくさんの市民の皆さんとともに交流を深め
てきました。
　40周年記念式典は、7月7日に田原交流センター（nicot）でウェブ
会議システムを活用して行われ、これまでの振り返りとこれからの交
流活動について提案がされました。

特別委員会委員構成 他  ……13
各委員会の審査内容と結果…14～15
定例会議案議決結果 他 …16
議会日誌 他 ………………～17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

議員紹介・正副議長就任あいさつ 他
　　　　　 ………………2～3
定例会で決まった主なこと 他…4～5
市長所信表明 …………… 6
代表質問・一般質問目次…7
代表質問・一般質問…8～12

都留市・ヘンダーソンビル市姉妹都市締結40周年
~nicotで記念式典をWeb開催！~

公式訪問
2016
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都
留
市
議
会

選
出
議
員

　
私
ど
も
は
、
令
和
5
年
5
月
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、議
員
各
位
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
公
正
で
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
、
二
元
代
表
制
の
一
役
を
担

う
議
会
と
し
て
、
市
政
の
監
視
機
能
を
果
た

し
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
積
極
的
に
政
策
立
案
や
提
言

に
取
組
み
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
、
社
会
状
況
は
、
長
く
続
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
、
食

料
品
等
の
急
激
な
価
格
高
騰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
本
市
の
市

民
生
活
に
お
い
て
も
多
く
の
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市

に
は
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
対
策
を
は
じ
め
と

す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
問
題
に
も
執
行
部
と
協
力
し
な
が
ら
解
決

に
努
め
、
議
会
及
び
市
政
の
発
展
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

14番　国田　正己 15番　小俣　義之 16番　小俣　　武11番　藤江喜美子 12番　鈴木　孝昌 13番　谷垣　喜一
　8番　奥秋　　保 　9番　山本　美正 　10番　小澤　　眞　5番　志村　武彦 6番　小林　健太 7番　日向　美徳

　3番　山口　一裕 　4番　小俣　哲夫　1番　宮林　　俊 2番　奥脇　隆夫

日
向

　美
徳 

議

　長

小
林

　健
太 
副
議
長

（令和5年4月30日就任）都　留　市　議　　　会　議　員都　留　市　議　　　会　議　員

常任委員会等委員構成 令和5年5月18日就任

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

志
村 
武 
彦

山
口 

一 
裕

小
俣
　
義
之 

谷
垣
　
喜 

一

藤
江
喜
美
子

山
本
　
美
正

日
向
　
美
徳

宮
林
　
　
俊

【
総
務
部
（
総
務
課
・
企
画

課
・
財
務
課
）、産
業
建
設
部

（
産
業
課
・
建
設
課
・
上
下
水

道
課
）、会
計
課
、消
防
本
部
、

議
会
事
務
局
及
び
農
業
委
員

会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
並
び

に
そ
の
他
の
常
任
委
員
会
の
所

管
に
属
さ
な
い
事
項
】

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

小
澤
　
　
眞

小
俣
　
哲
夫

小
俣
　
　
武

国
田
　
正
己 

鈴
木
　
孝
昌

奥
秋
　
　
保

小
林
　
健
太

奥
脇
　
隆
夫

【
市
民
部
（
市
民
課
・
税
務

課
・
地
域
環
境
課
）、福
祉
保

健
部
（
福
祉
課
・
長
寿
介
護

課
・
健
康
子
育
て
課
）、都
留

市
立
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施

設「
つ
る
」及
び
教
育
委
員
会
の

所
管
に
関
す
る
事
項
】

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

　
　〃
　
　

国
田
　
正
己

藤
江
喜
美
子

谷
垣
　
喜
一

小
澤
　
　
眞

奥
秋
　
　
保 

志
村
　
武
彦

小
俣
　
哲
夫  

【
議
事
運
営
及
び
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
】

山
梨
県
後
期

高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

富
士
・
東
部
広
域
環
境

事
務
組
合
議
会
議
員

・
鈴
木
　
孝
昌

・
小
澤
　
　
眞

・
山
本
　
美
正

・
日
向
　
美
徳

・
小
林
　
健
太

・
国
田
　
正
己

・
藤
江
　
喜
美
子

大
月
都
留
広
域

事
務
組
合
議
会
議
員

・
奥
秋
　
　
保

5
月
18
日
の
本
会
議
で
、

都
留
市
議
会
選
出
議
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
、次
の

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

総務産業建設常任委員会社会厚生常任委員会議会運営委員会

委員長

志村　武彦
委員長

小澤　　眞　　
委員長

国田　正己

正
副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

（
※
令
和
5
年
6
月
8
日
就
任
）※
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高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

富
士
・
東
部
広
域
環
境

事
務
組
合
議
会
議
員

・
鈴
木
　
孝
昌

・
小
澤
　
　
眞

・
山
本
　
美
正

・
日
向
　
美
徳

・
小
林
　
健
太

・
国
田
　
正
己

・
藤
江
　
喜
美
子

大
月
都
留
広
域

事
務
組
合
議
会
議
員

・
奥
秋
　
　
保

5
月
18
日
の
本
会
議
で
、

都
留
市
議
会
選
出
議
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
、次
の

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

総務産業建設常任委員会社会厚生常任委員会議会運営委員会

委員長

志村　武彦
委員長

小澤　　眞　　
委員長

国田　正己

正
副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

（
※
令
和
5
年
6
月
8
日
就
任
）※
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議
第
40
号
　
都
留
市
税
条
例
中
改
正
の
件

ほ
か
2
件

議
第
39
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
２
千
7
５
４
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
千
７
５
４
万
円
を
追
加

　
　
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ

　
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
1
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給

　
し
ま
す
。

議
第
46
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
6
千
8
6
4
万
4
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
６
４
万
６
千
円
を
追
加

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
自
治
会
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
、防
犯
灯

　
に
か
か
る
電
気
料
補
助
額
の
増
額
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
千
９
６
０
万
円
を
追
加

　
　
農
業
・
畜
産
業
・
漁
業
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金（
※
申
請
が
必
要
で
す
。）

　
　
に
要
す
る
費
用

　
●
商
工
振
興
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
６
４
６
万
円
を
追
加

　
　
市
内
貨
物
運
送
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金（
※
申
請
が
必
要
で
す
。）

　
に
要
す
る
費
用
な
ど

議
第
48
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
１
５
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月（
８
月
〜
11
月
分
）免
除
し
ま
す
。

議
第
49
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

■
４
３
３
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月（
８
月
〜
11
月
分
）免
除
し
ま
す
。

ほ
か
2
件

議
第
38
号
　
契
約
締
結
の
件
（
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
特
定
天
井
及
び

照
明
設
備
改
修
工
事
）

　
　
　
　
　
契
約
金
額
　
2
億
2
千
4
4
0
万
円

　
　
　
　
　 

工      

期
　
令
和
5
年
6
月
9
日
か
ら
令
和
5
年
11
月
30
日
ま
で

議
第
43
号
　
都
留
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
の
件 

　
　
　
　
　
★
15
ペ
ー
ジ
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
「
主
な
質
疑
内
容
」
を
あ
わ
せ
て

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
2
件

承
第
2
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
都
留
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正
の
件
）

　
○
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
保
険
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
中

　
　
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
　

　
●
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
　

　
●
保
険
税
の
減
額
対
象
と
な
る
所
得
基
準
の
引
き
上
げ

ほ
か
1
件

議
第
35
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
７
千
２
４
９
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　 

　
　
　
７
千
２
４
９
万
６
千
円
を
追
加

　
　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る

　
　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

　
　
を
給
付
し
ま
す
。
※
該
当
要
件
に
よ
っ
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

ほ
か
1
件

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

議
第
37
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
下
谷
　
小
俣
　
武

■
教
育
委
員
会
委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、
財
産
区

　
管
理
会
委
員
の
選
任
、
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
推

　
薦
に
つ
い
て
同
意

議
第
51
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

　
　
　
　
　
を
求
め
る
件

　
〇
田
野
倉 

小
俣 

和
英

議
第
52
号
　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

　
　
　
　
　
を
求
め
る
件

　
〇
小
形
山 

平
井 

操
、
鹿
留 

三
枝 

茂
子
、

　
　
平
栗 

奥
秋 

東
治
、
朝
日
馬
場 

清
水 

一
夫
、
　

　
　
田
野
倉 

小
佐
野 

雄
一
、
十
日
市
場 

渡
邉 

正
、

　
　
古
川
渡 

小
俣 

忠
雄
、
法
能 

渡
辺 

亨
、

　
　
川
棚 

村
上 

信
一
、
大
野 

小
林 

均
、

　
　
夏
狩 

菊
地 

富
美
男

議
第
53
号
　
桑
代
沢
外
17
恩
賜
林
保
護
財
産
区
管
理
会

　
　
　
　
　
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
夏
狩 

武
藤 

正
明
、
大
幡 

安
田 

慶
幸
、

　
　
平
栗 

奥
秋 

東
治
、
大
幡 

渡
邉 

厚
、

　
　
大
幡 

園
田 

一
二
、
中
津
森 

小
林 

重
雄
、

　
　
つ
る 

奥
脇 

正
春

諮
問
第
2
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を

　
　
　
　
　
求
め
る
件

　
○
古
川
渡 

近
藤 

喜
美

　

臨時会・定例会で決まった主なこと5月
臨時会

6月
定例会

条
例
改
正
（
3
件
）

条
例
改
正
（
2
件
）

補
正
予
算
（
6
件
）

人
事
案
件
（
4
件
）

補
正
予
算
（
2
件
）

人
事
案
件
（
1
件
）

そ
の
他
（
4
件
）

令
和
5
年
5
月
臨
時
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と

令
和
５
年
６
月
定
例
会
で

決
ま
っ
た
主
な
こ
と

◆
５
月
18
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
仮
議
席
指
定

　◎
議
長
の
選
挙

　◎
議
席
の
指
定

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
副
議
長
の
選
挙

　◎
常
任
委
員
会
委
員
及
び

　
　

　
　議
会
運
営
委
員
会
委
員
選
任

　◎
専
決
処
分
の
報
告

　◎
議
案
審
議

　（
閉
会
）

　◆
６
月
８
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説
明

　
　並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
の
委
員
会
付
託

◆
６
月
19
日
　
本
会
議

　◎
代
表
質
問

◆
６
月
20
日
　
本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
６
月
21
日
　
　

　常
任
委
員
会

◆
６
月
23
日
　
本
会
議

　（
閉
会
）　

   

◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

５
月
臨
時
会
会
期
日
程

6
月
定
例
会
会
期
日
程
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議
第
40
号
　
都
留
市
税
条
例
中
改
正
の
件

ほ
か
2
件

議
第
39
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
２
千
7
５
４
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
千
７
５
４
万
円
を
追
加

　
　
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ

　
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
1
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給

　
し
ま
す
。

議
第
46
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１
億
6
千
8
6
4
万
4
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
６
４
万
６
千
円
を
追
加

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
自
治
会
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
、防
犯
灯

　
に
か
か
る
電
気
料
補
助
額
の
増
額
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
千
９
６
０
万
円
を
追
加

　
　
農
業
・
畜
産
業
・
漁
業
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金（
※
申
請
が
必
要
で
す
。）

　
　
に
要
す
る
費
用

　
●
商
工
振
興
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
６
４
６
万
円
を
追
加

　
　
市
内
貨
物
運
送
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
金（
※
申
請
が
必
要
で
す
。）

　
に
要
す
る
費
用
な
ど

議
第
48
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
１
５
万
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月（
８
月
〜
11
月
分
）免
除
し
ま
す
。

議
第
49
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

■
４
３
３
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
　
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
４
か
月（
８
月
〜
11
月
分
）免
除
し
ま
す
。

ほ
か
2
件

議
第
38
号
　
契
約
締
結
の
件
（
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
特
定
天
井
及
び

照
明
設
備
改
修
工
事
）

　
　
　
　
　
契
約
金
額
　
2
億
2
千
4
4
0
万
円

　
　
　
　
　 

工      

期
　
令
和
5
年
6
月
9
日
か
ら
令
和
5
年
11
月
30
日
ま
で

議
第
43
号
　
都
留
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
の
件 

　
　
　
　
　
★
15
ペ
ー
ジ
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
「
主
な
質
疑
内
容
」
を
あ
わ
せ
て

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
2
件

承
第
2
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
都
留
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正
の
件
）

　
○
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
保
険
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
中

　
　
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
　

　
●
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
　

　
●
保
険
税
の
減
額
対
象
と
な
る
所
得
基
準
の
引
き
上
げ

ほ
か
1
件

議
第
35
号
　
令
和
5
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
７
千
２
４
９
万
６
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　 

　
　
　
７
千
２
４
９
万
６
千
円
を
追
加

　
　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る

　
　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

　
　
を
給
付
し
ま
す
。
※
該
当
要
件
に
よ
っ
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

ほ
か
1
件

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

議
第
37
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
○
下
谷
　
小
俣
　
武

■
教
育
委
員
会
委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、
財
産
区

　
管
理
会
委
員
の
選
任
、
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
推

　
薦
に
つ
い
て
同
意

議
第
51
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

　
　
　
　
　
を
求
め
る
件

　
〇
田
野
倉 

小
俣 

和
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議
第
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農
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委
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委
員
の
任
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に
つ
い
て
同
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を
求
め
る
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小
形
山 

平
井 

操
、
鹿
留 

三
枝 

茂
子
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平
栗 

奥
秋 

東
治
、
朝
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馬
場 

清
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一
夫
、
　

　
　
田
野
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小
佐
野 

雄
一
、
十
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市
場 

渡
邉 

正
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古
川
渡 

小
俣 

忠
雄
、
法
能 

渡
辺 

亨
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一
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野 

小
林 

均
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条
例
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件
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4
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2
件
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事
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1
件
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（
4
件
）
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６
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説
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委
員
会
付
託
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月
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６
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本
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任
委
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◆
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程
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○『
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ（
ニ
コ
ッ
ト
）」』
に

つ
い
て

　
　
去
る
４
月
29
日
に
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
を
執

り
行
い
、
翌
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内

外
か
ら
１
千
２
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
け
た
。 

　
　
こ
の
施
設
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
集
ま
り
や
会
議
等
に
も
利
用
い
た
だ
け
る
た
め
、

今
後
も
こ
の
施
設
が
、
学
生
、
高
齢
者
、
子
ど
も
を
含
め

た
子
育
て
世
代
な
ど
多
く
の
皆
様
が
集
ま
る
こ
と
で
、
世

代
や
国
籍
を
も
超
え
た
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
し
、
全
員
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
受
け

皿
と
な
り
、
地
域
共
生
型
に
よ
る
「
全
世
代
・
多
文
化
共

生
の
場
」
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。 

　
　
ま
た
、
施
設
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、「
交
流
の
場
の
提
供
と
交
流
の
促
進
」、「
相
談
・

援
助
の
実
施
」、「
地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供
」、「
一

時
預
か
り
事
業
」
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
と
親
の
居
場
所

の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
も
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な
周
知
を
行
い
、
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、 

ま
た
、
子
育
て
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
環
境
の
構
築

に
努
め
て
い
く
。 

○「
観
光
振
興
」
に
つ
い
て

　
　
５
月
１
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
「
つ
る
の
ル
ー
ツ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
や
魅
力
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
公
開
や
、Ａ
Ｒ
で
再
現
し
た
勝
山
城
な
ど
の
歴
史

的
観
光
資
源
を
体
感
し
て
も
ら
う
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

の
活
用
に
よ
り
、
幅
広
い
世
代
の
市
民
に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。 

　
　
ま
た
、
記
事
の
閲
覧
、Ａ
Ｒ
ス
ポ
ッ
ト
の
来
訪
、
ク
イ

ズ
へ
の
回
答
で
「
ポ
イ
ン
ト
」
が
付
与
さ
れ
、こ
れ
を
「
デ

ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
」
へ
交
換
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
飲
食

店
な
ど
で
利
用
で
き
る
仕
組
み
も
立
ち
上
げ
た
。 

　
　
今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
市
民
が
観
光

に
参
画
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進
め
、「
地
域
住
民
」

と
「
観
光
客
」
の
双
方
が
、
都
留
市
の
文
化
を
深
く
知
り
、

関
係
性
を
深
め
、 

豊
か
な
自
然
と
城
下
町
と
い
う
歴
史
的

な
「
強
み
」
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、 「
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
居
場
所
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

日
本
に
お
け
る
観
光
ス
タ
イ
ル
は
、「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
が
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、４
月
に
開
催
し
た
「
都

留
ア
ル
プ
ス
フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
は
、
近
隣
県
か
ら

も
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
大
都
市
圏
に
近
い
本
市

の
強
み
を
活
か
し
、
多
く
の
方
々
が
「
富
士
の
麓
の
小
さ

な
城
下
町
」
に
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
「
旬
」
な
情
報
を
迅
速
に
発
信
し
、
集
客
強
化
に
努

め
て
い
く
。 

令
和
5
年
6
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

4月にオープンした『田原交流センター「ｎｉｃｏｔ（ニコット）」』

6月定例会　代表質問・一般質問 目 次

　　創政会　藤江　喜美子　議員　　　　　　　　　　　　　1

（1）自治会の存続と市の対応について
（2）中山間地域総合整備事業（西部地区）について　　　　　　

8ページ

　　新風 　小澤　眞　議員　　　　　　　　　　　　　2

（1）都留市の教育について　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほか 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9ページ

　　宮林　俊　議員　　　　　　　　　　　　　2

（1）学生のまちつるに関して 
（2）子育て施策に関して　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

11ページ

　　小俣　武　議員　　　　　　　　　　　　　3

（1）空き家対策について

12ページ

　　ビジョン２１　国田　正己　議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

（1）厚原牛石地区農振農用地をはじめとする企業誘致施策のその後の
　　　進展状況は
（2）都留市都市計画マスタープランについて 
（3）下水道事業の今後の目指す方向性について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10ページ

　　山本　美正　議員　　　　　　　　　　　　　1

（1）地域公共交通の将来像について　　　　　　　　　　　　　　

11ページ

代表質問

一般質問

市
政
を
問
う

議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

全
文
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
立
図
書
館
及
び

都
留
文
科
大
学
図
書
館
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業（
西
部
地
区
）に

つ
い
て

市政を問う！

自治会の存続と市の対応を問う

本
市
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
小
中
学
校

に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
が
そ
の
持
つ

力
を
十
分
に
活
か
し
、
学
力
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
学
校
教
育
、
家

庭
教
育
、
地
域
教
育
、
教
育
行
政
の
4
つ
の

課
題
別
チ
ー
ム
か
ら
な
る
「
都
留
市
の
教
育

を
考
え
る
会
」
を
本
年
度
立
ち
上
げ
た
。

　
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、「
都
留

市
の
教
育
を
考
え
る
会
」
を
軸
に
関
係
機
関

と
連
携
・
協
働
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
方
針
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め

ら
れ
る
創
造
的
で
人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
つ
な
が
る
「
新
し
い
教
育
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
が
「
都
留
市
で

子
ど
も
を
学
ば
せ
た
い
」
と
思
え
る
、
真
の

「
教
育
首
都
つ
る
」
の
実
現
に
努
め
る
。

 

高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
。 

学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事

業
や
教
育
課
程
特
例
校
で
の
取
り
組
み

を
受
け
、
令
和
４
年
度
よ
り
新
た
な
施
策
と

し
て
市
内
中
学
校
３
校
の
２
年
生
を
対
象
と

し
て
都
留
文
科
大
学
で
大
学
教
員
に
よ
る
授

業
を
受
け
る
機
会
を
設
け
、
学
習
意
欲
や
大

学
進
学
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

今
後
の
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
。 

学
校
に
は
「
生
き
る
力
・
生
き
抜
く
力
」

の
育
成
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
協

力
・
協
働
し
て
互
い
に
高
め
合
え
る
学
習
環

境
の
確
保
と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
児
童

が
互
い
に
意
見
を
練
り
合
い
、
社
会
性
を
身

に
付
け
る
た
め
に
は
、
一
定
規
模
の
集
団
を

有
す
る
学
校
で
の
学
び
が
必
要
で
あ
り
、
学

校
が
そ
の
役
割
を
確
実
に
果
た
せ
る
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
改
善
を
最
優
先

に
適
正
化
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い
る
。 

都
留
文
科
大
学
附
属
と
し
た
小
・
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
。 

本
市
は
、
教
育
こ
そ
が
、
人
々
の
多

様
な
個
性
・
能
力
を
開
花
さ
せ
人
生

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
の

考
え
の
も
と
、
誰
も
が
地
域
の
教
育
力
向
上

に
貢
献
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
努
め
て
い

る
。 

　
本
市
の
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生

徒
が
そ
の
持
つ
力
を
十
分
に
活
か
し
、
学
力

の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
生
き
る
力
を

育
む
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ

問

と
し
て
、
小
・
中
一
貫
教
育
等
を
含
め
た
「
新

し
い
教
育
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
も
協
議
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

教
育
に
よ
る
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
。

昨
今
、
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
良
い

学
び
の
環
境
を
求
め
て
移
り
住
む
、

「
教
育
移
住
」
を
選
択
す
る
家
庭
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
報
道
等
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
家
族

計
画
の
柱
に
据
え
、
家
族
の
居
場
所
を
選
定

す
る
と
い
う
、
新
し
い
価
値
観
を
持
っ
た
居

住
の
形
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
、

本
市
が
こ
う
し
た
ご
家
庭
に
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
教
育
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
そ
の
成

果
を
見
え
る
化
し
、
保
護
者
に
強
く
訴
求
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　「
教
育
首
都
つ
る
」
を
標
ぼ
う
す
る
本
市

と
し
て
も
、
市
内
高
等
教
育
機
関
な
ど
と
の

連
携
を
深
め
、
学
校
現
場
内
外
の
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
れ
る
よ
う
、
情
報
発
信
に
も
注
力
し
て

い
く
。 

答問答問

問答

問答

自
治
会
の
存
続
に
つ
い
て
。

自
治
会
は
、
地
縁
団
体
と
し
て
、
地
域

の
行
事
や
災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共

助
の
中
心
的
な
組
織
と
し
て
の
大
切
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
市
の
行
政
運
営
に
お
い
て

も
、
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
昨
今
、
自
治
会
の
解
散
や
、

自
治
会
に
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
え
、
現
在

は
88
自
治
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
治
会
の
存
続
や
解
散
に
至
る
ま
で
の
相

談
内
容
で
多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
齢
化

や
核
家
族
化
に
よ
る
共
稼
ぎ
な
ど
の
理
由
に

よ
る
「
役
員
の
引
き
受
け
手
が
い
な
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
５
月
に
開
催
し
た

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
現
状
を
踏
ま
え
、
自
治
会
へ
の
理
解
と
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
「
自
治
会
加
入

促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
全
自
治
会
長
に
配
布

し
た
。
　
　

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
加
入
し
や
す
い
自

治
会
づ
く
り
の
手
助
け
と
し
て
、
未
加
入
の

方
が
加
入
し
や
す
く
、
地
域
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
活
動
や
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
自
治
会
の
大
切
さ
や
必
要
性
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
自
治
会

と
向
き
合
い
、
寄
り
添
う
中
で
、
自
治
会
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
効
性
な
ど
を
提

示
し
な
が
ら
、
自
治
会
運
営
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
。

自
治
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

自
治
会
は
、
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
自
治
会
ご
と
に

特
色
の
あ
る
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
を
心
が
け
、
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

相
談
業
務
を
は
じ
め
、
補
助
金
や
助
成
金
な

ど
を
設
け
、
運
営
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
自
治
会
活

動
の
多
様
化
に
伴
い
、
市
が
一
括
し
て
「
自

治
会
活
動
保
険
」
へ
加
入
し
て
い
る
。 

本
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
事
業

の
内
容
は
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、
用

地
調
査
や
基
本
設
計
な
ど
が
整
っ
た

事
業
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
予
算
配
分
を
勘

案
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度

の
整
備
内
容
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
農
道
整
備
事
業
と
し
て
「
農
道
３

号
」、
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事
業
と
し

て
「
宮
下
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
及
び
「
夏

狩
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
の
計
３
事
業
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　「
農
道
３
号
」
は
、
鹿
留
大
野
地
内
の
道

路
工
事
を
、「
宮
下
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
は
、

鹿
留
門
原
エ
リ
ア
の
配
管
工
事
を
、「
夏
狩

営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
は
、
夏
狩
重
沢
エ
リ

ア
の
新
配
水
池
の
整
備
工
事
を
発
注
す
る
予

定
で
あ
る
。

整
備
完
了
後
の
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
。

整
備
が
完
了
し
た
施
設
は
、
地
権
者
に

帰
属
す
る
も
の
を
除
き
、
順
次
、
市
に

移
管
さ
れ
、
供
用
が
開
始
さ
れ
る
施
設
は
、

道
路
・
水
路
施
設
は
建
設
課
、
水
道
施
設
は

上
下
水
道
課
の
所
管
施
設
と
し
て
、
維
持
管

理
す
る
。

　
ま
た
、
鳥
獣
害
侵
入
防
止
施
設
は
、
産
業

課
所
管
の
施
設
と
な
る
が
、
施
設
周
辺
の
下

刈
り
な
ど
、
日
常
的
な
維
持
管
理
は
地
元
自

治
会
に
委
託
し
、
国
の
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。 

問答

問答問答

問答

都留市の教育を問う

答
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ま
ず
は
教
育
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
そ
の
成

果
を
見
え
る
化
し
、
保
護
者
に
強
く
訴
求
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　「
教
育
首
都
つ
る
」
を
標
ぼ
う
す
る
本
市

と
し
て
も
、
市
内
高
等
教
育
機
関
な
ど
と
の

連
携
を
深
め
、
学
校
現
場
内
外
の
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
れ
る
よ
う
、
情
報
発
信
に
も
注
力
し
て

い
く
。 

答問答問

問答

問答

自
治
会
の
存
続
に
つ
い
て
。

自
治
会
は
、
地
縁
団
体
と
し
て
、
地
域

の
行
事
や
災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共

助
の
中
心
的
な
組
織
と
し
て
の
大
切
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
市
の
行
政
運
営
に
お
い
て

も
、
非
常
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
昨
今
、
自
治
会
の
解
散
や
、

自
治
会
に
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
え
、
現
在

は
88
自
治
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
治
会
の
存
続
や
解
散
に
至
る
ま
で
の
相

談
内
容
で
多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
齢
化

や
核
家
族
化
に
よ
る
共
稼
ぎ
な
ど
の
理
由
に

よ
る
「
役
員
の
引
き
受
け
手
が
い
な
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
５
月
に
開
催
し
た

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
現
状
を
踏
ま
え
、
自
治
会
へ
の
理
解
と
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
「
自
治
会
加
入

促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
全
自
治
会
長
に
配
布

し
た
。
　
　

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
加
入
し
や
す
い
自

治
会
づ
く
り
の
手
助
け
と
し
て
、
未
加
入
の

方
が
加
入
し
や
す
く
、
地
域
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
活
動
や
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
自
治
会
の
大
切
さ
や
必
要
性
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
自
治
会

と
向
き
合
い
、
寄
り
添
う
中
で
、
自
治
会
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
有
効
性
な
ど
を
提

示
し
な
が
ら
、
自
治
会
運
営
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
。

自
治
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

自
治
会
は
、
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
自
治
会
ご
と
に

特
色
の
あ
る
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
を
心
が
け
、
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

相
談
業
務
を
は
じ
め
、
補
助
金
や
助
成
金
な

ど
を
設
け
、
運
営
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
自
治
会
活

動
の
多
様
化
に
伴
い
、
市
が
一
括
し
て
「
自

治
会
活
動
保
険
」
へ
加
入
し
て
い
る
。 

本
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
事
業

の
内
容
は
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、
用

地
調
査
や
基
本
設
計
な
ど
が
整
っ
た

事
業
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
予
算
配
分
を
勘

案
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度

の
整
備
内
容
に
つ
い
て
県
と
協
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
農
道
整
備
事
業
と
し
て
「
農
道
３

号
」、
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事
業
と
し

て
「
宮
下
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
及
び
「
夏

狩
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
の
計
３
事
業
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　「
農
道
３
号
」
は
、
鹿
留
大
野
地
内
の
道

路
工
事
を
、「
宮
下
営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
は
、

鹿
留
門
原
エ
リ
ア
の
配
管
工
事
を
、「
夏
狩

営
農
飲
雑
用
水
施
設
」
は
、
夏
狩
重
沢
エ
リ

ア
の
新
配
水
池
の
整
備
工
事
を
発
注
す
る
予

定
で
あ
る
。

整
備
完
了
後
の
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
。

整
備
が
完
了
し
た
施
設
は
、
地
権
者
に

帰
属
す
る
も
の
を
除
き
、
順
次
、
市
に

移
管
さ
れ
、
供
用
が
開
始
さ
れ
る
施
設
は
、

道
路
・
水
路
施
設
は
建
設
課
、
水
道
施
設
は

上
下
水
道
課
の
所
管
施
設
と
し
て
、
維
持
管

理
す
る
。

　
ま
た
、
鳥
獣
害
侵
入
防
止
施
設
は
、
産
業

課
所
管
の
施
設
と
な
る
が
、
施
設
周
辺
の
下

刈
り
な
ど
、
日
常
的
な
維
持
管
理
は
地
元
自

治
会
に
委
託
し
、
国
の
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。 

問答

問答問答

問答

都留市の教育を問う

答
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代表
質問

一般
質問市政を問う！

宮林 俊議員

市
内
３
大
学
に
通
学
し
て
い
る
学
生
へ

の
魅
力
的
な
施
策
は
。

学
生
も
市
民
と
位
置
づ
け
、
制
度
の
許

す
限
り
対
象
と
し
て
き
た
。最
近
で
は
、

住
民
票
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、「
市
民
生

活
応
援
商
品
券
」
を
支
給
し
た
。 

ま
た
、
平

成
27
年
に
は
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」

を
設
立
し
た
。

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」
の
活

動
内
容
は
。

学
生
が
地
域
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
活

躍
す
る
受
け
皿
の
提
供
と
、
各
校
の
相

互
交
流
、
研
鑽
を
目
的
に
設
立
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
画
を
通
じ
、
大
学
間
に
お
け

る
相
互
練
磨
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
学
生
向
け
の
施
策
展
開
は
。

電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
を
鉄
道

駅
数
か
所
に
配
置
し
、
市
民
・
学
生
・

観
光
客
等
が
シ
ェ
ア
し
、
地
域
内
で
活
躍
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
た

め
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
証
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。

学
生
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
し
て
い
る
か
。

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
お
お
よ
そ

の
ニ
ー
ズ
把
握
は
し
て
い
る
。

防
犯
面
で
の
施
策
は
。

都
留
文
科
大
学
前
駅
交
番
の
開
設
や

市
地
域
防
犯
推
進
員
に
よ
る
夜
間
の

問答

問答

問答

パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

促
進
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
抑
止
効
果
は
。

一
定
の
効
果
が
あ
る
た
め
、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
費
用
に
つ
い
て
。

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
維

持
管
理
は
設
置
者
負
担
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問「
子
育
て
施
策
に
関
し
て
」

3
歳
未
満
児
の
保
育
料

軽
減
策
に
つ
い
て
な
ど

学生のまちつるを問う

山本 美正議員

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
状
況
は
。

令
和
4
年
度
は
概
況
整
理
や
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
役
割
・
課
題
の
整

理
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
基
本
方
針
や
計
画

目
標
な
ど
の
整
理
や
実
証
実
験
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
答
申
を
受
け
た
後
、
本
年
度
中
に

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。 

利
用
者
及
び
地
域
の
要
望
等
は
。 

「
今
後
の
高
齢
化
に
向
け
、
買
い
物
や

病
院
な
ど
の
外
出
時
の
移
動
手
段
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
」
と
の
意
見
や
「
運
行
本

数
、
運
行
区
間
」
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み

に
関
す
る
意
見
が
あ
る
。

交
通
事
業
者
と
の
連
携
は
。 

既
存
の
公
共
交
通
機
関
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域
旅

客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
性
が
あ
る
た
め
、
事
業
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
共
通
の
認
識
を
得
た
う
え
で
、

計
画
の
策
定
に
臨
ん
で
い
る
。 

Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
の
活
用
に

お
け
る
学
生
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
は
。 

学
生
は
、
都
留
文
科
大
学
の
学
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
啓
発
動
画

や
教
室
の
開
催
等
を
行
い
支
援
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
年
度
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

問答問答

た
実
証
運
行
を
行
い
、
交
通
弱
者
対
応
策
を

計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
持
続
的
に
継
続

で
き
る
運
行
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
い

く
。

公
共
交
通
が
無
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

少
人
数
交
通
サ
ー
ビ
ス
拠
点
ま
で
の
輸

送
サ
ー
ビ
ス
と
、
既
存
の
公
共
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
「
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
り
、
市
民
の
活
動
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
、
協

働
に
よ
り
、「
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地

域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
確
立
に
努
め
て

い
く
。

地域公共交通の将来像を問う

産
業
課
企
業
誘
致
推
進
室
に
お
け
る

積
極
的
な
取
り
組
み
と
は
。

厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
を
は

じ
め
、「
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
」

に
基
づ
く
支
援
な
ど
に
よ
り
、
市
内
へ
の
積

極
的
な
企
業
立
地
を
図
っ
て
い
る
。

　
厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
も
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
実
績

の
あ
る
「
一
般
財
団
法
人 

日
本
立
地
セ
ン

タ
ー
」
と
業
務
契
約
を
締
結
し
、
立
地
す
る

可
能
性
の
あ
る
企
業
を
見
出
す
た
め
、
７
月

中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
く
、
調
査
票

を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
性
、

人
材
採
用
環
境
、
安
価
な
地
価
、
低
い
自
然

災
害
リ
ス
ク
な
ど
と
い
っ
た
本
市
の
強
み
と

支
援
策
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
た
。

　
今
後
は
、
調
査
結
果
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
、
山
梨
県
人
会
等
へ
の
情
報
提

供
な
ど
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

く
。

企
業
誘
致
に
関
連
し
て
の
中
津
森
地

区
農
振
農
用
地
の
除
外
に
つ
い
て
。

大
群
橋
か
ら
宝
小
学
校
ま
で
の
農
振

農
用
地
は
、
都
留
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
が
格
段
に
向
上
し
た

こ
と
か
ら
企
業
誘
致
適
地
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
土
地
利
用
状
況
及

び
災
害
リ
ス
ク
の
面
を
考
慮
し
、
厚
原
牛
石

地
区
を
企
業
誘
致
適
地
に
選
定
し
、
優
先
し

て
企
業
誘
致
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
の
地
形
的
制
約
を
踏
ま
え

る
と
、
議
員
の
ご
意
見
の
と
お
り
、
下
請
け

企
業
等
が
一
体
で
企
業
立
地
す
る
際
な
ど
に

は
、
厚
原
牛
石
地
区
以
外
へ
の
企
業
誘
致
を

進
め
る
必
要
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
に
勘
案
し
て
い
く
。

役
割
と
目
的
は
。

役
割
は
主
に
３
つ
あ
り
、「
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
」、

「
都
市
計
画
の
決
定
、
変
更
の
際
の
根
拠
と

な
る
も
の
」、「
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
明
示
し
、
都

市
や
地
域
の
課
題
及
び
そ
れ
に
対
応
し
た
方

針
等
を
総
合
的
に
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
行
く
の
か
。

市
民
主
体
の
取
り
組
み
を
基
調
と
し
つ

つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目
標
を
共

有
し
、
相
互
の
適
切
な
役
割
分
担
を
協
働
に

よ
り
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
関
連
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
体
制
を
強
化
し
、
活
動
を
充
実
さ
せ
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
効
果
的
に
運
用
し
、
実

効
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

未
着
工
部
分
の
総
事
業
費
と
完
成
予
定

年
数
及
び
下
水
道
管
埋
設
総
延
長
、
加

入
世
帯
数
は
。

未
着
工
部
分
の
総
事
業
費
は
約
40
億
９

千
万
円
、
整
備
完
了
ま
で
に
は
78
年
程

度
か
か
る
試
算
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
末
の

下
水
道
管
埋
設
総
延
長
は
６
万
１
千
１
７
９

メ
ー
ト
ル
、
加
入
世
帯
数
は
約
２
千
４
０
０

世
帯
で
あ
る
。 

本
市
の
近
未
来
の
財
政
、
急
激
な
人
口

減
少
、
世
帯
数
を
見
据
え
た
時
、
下
水

道
事
業
の
将
来
の
展
望
は
。

下
水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
基
本

計
画
と
な
る
「
都
留
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
」
を
令
和
4
年
度
に
策
定
し
た
。

　
基
本
理
念
と
「
適
正
な
使
用
料
の
設
定
」、

「
下
水
道
接
続
率
の
向
上
」、「
整
備
計
画
区

域
の
縮
小
」
の
３
点
を
基
本
方
針
と
し
て
定

め
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

厚原牛石地区農振農用地をはじめとする
企業誘致施策のその後の進捗状況を問う

問答 都
留
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
今
後
の

目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て

問答問答

問答

問答 問答

問答

問答

問答問答問答

問答問答
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ビジョン２１　国田 正己議員

代表
質問

一般
質問市政を問う！

宮林 俊議員

市
内
３
大
学
に
通
学
し
て
い
る
学
生
へ

の
魅
力
的
な
施
策
は
。

学
生
も
市
民
と
位
置
づ
け
、
制
度
の
許

す
限
り
対
象
と
し
て
き
た
。最
近
で
は
、

住
民
票
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、「
市
民
生

活
応
援
商
品
券
」
を
支
給
し
た
。 

ま
た
、
平

成
27
年
に
は
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」

を
設
立
し
た
。

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」
の
活

動
内
容
は
。

学
生
が
地
域
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
活

躍
す
る
受
け
皿
の
提
供
と
、
各
校
の
相

互
交
流
、
研
鑽
を
目
的
に
設
立
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
画
を
通
じ
、
大
学
間
に
お
け

る
相
互
練
磨
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
学
生
向
け
の
施
策
展
開
は
。

電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
を
鉄
道

駅
数
か
所
に
配
置
し
、
市
民
・
学
生
・

観
光
客
等
が
シ
ェ
ア
し
、
地
域
内
で
活
躍
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
た

め
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
証
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。

学
生
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
し
て
い
る
か
。

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
お
お
よ
そ

の
ニ
ー
ズ
把
握
は
し
て
い
る
。

防
犯
面
で
の
施
策
は
。

都
留
文
科
大
学
前
駅
交
番
の
開
設
や

市
地
域
防
犯
推
進
員
に
よ
る
夜
間
の

問答

問答

問答

パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

促
進
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
抑
止
効
果
は
。

一
定
の
効
果
が
あ
る
た
め
、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
費
用
に
つ
い
て
。

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
維

持
管
理
は
設
置
者
負
担
と
な
る
。

そ
の
他
の
質
問「
子
育
て
施
策
に
関
し
て
」

3
歳
未
満
児
の
保
育
料

軽
減
策
に
つ
い
て
な
ど

学生のまちつるを問う

山本 美正議員

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
状
況
は
。

令
和
4
年
度
は
概
況
整
理
や
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
役
割
・
課
題
の
整

理
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
基
本
方
針
や
計
画

目
標
な
ど
の
整
理
や
実
証
実
験
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
答
申
を
受
け
た
後
、
本
年
度
中
に

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。 

利
用
者
及
び
地
域
の
要
望
等
は
。 

「
今
後
の
高
齢
化
に
向
け
、
買
い
物
や

病
院
な
ど
の
外
出
時
の
移
動
手
段
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
」
と
の
意
見
や
「
運
行
本

数
、
運
行
区
間
」
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み

に
関
す
る
意
見
が
あ
る
。

交
通
事
業
者
と
の
連
携
は
。 

既
存
の
公
共
交
通
機
関
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域
旅

客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
性
が
あ
る
た
め
、
事
業
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
共
通
の
認
識
を
得
た
う
え
で
、

計
画
の
策
定
に
臨
ん
で
い
る
。 

Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
の
活
用
に

お
け
る
学
生
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
は
。 

学
生
は
、
都
留
文
科
大
学
の
学
生
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
啓
発
動
画

や
教
室
の
開
催
等
を
行
い
支
援
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
年
度
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

問答問答

た
実
証
運
行
を
行
い
、
交
通
弱
者
対
応
策
を

計
画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
持
続
的
に
継
続

で
き
る
運
行
体
系
の
確
立
を
目
指
し
て
い

く
。

公
共
交
通
が
無
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

少
人
数
交
通
サ
ー
ビ
ス
拠
点
ま
で
の
輸

送
サ
ー
ビ
ス
と
、
既
存
の
公
共
交
通
を

組
み
合
わ
せ
る
「
新
し
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
り
、
市
民
の
活
動
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
、
協

働
に
よ
り
、「
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
地

域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
確
立
に
努
め
て

い
く
。

地域公共交通の将来像を問う

産
業
課
企
業
誘
致
推
進
室
に
お
け
る

積
極
的
な
取
り
組
み
と
は
。

厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
を
は

じ
め
、「
都
留
市
企
業
立
地
支
援
条
例
」

に
基
づ
く
支
援
な
ど
に
よ
り
、
市
内
へ
の
積

極
的
な
企
業
立
地
を
図
っ
て
い
る
。

　
厚
原
牛
石
地
区
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
も
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
実
績

の
あ
る
「
一
般
財
団
法
人 

日
本
立
地
セ
ン

タ
ー
」
と
業
務
契
約
を
締
結
し
、
立
地
す
る

可
能
性
の
あ
る
企
業
を
見
出
す
た
め
、
７
月

中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
く
、
調
査
票

を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
性
、

人
材
採
用
環
境
、
安
価
な
地
価
、
低
い
自
然

災
害
リ
ス
ク
な
ど
と
い
っ
た
本
市
の
強
み
と

支
援
策
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
た
。

　
今
後
は
、
調
査
結
果
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
、
山
梨
県
人
会
等
へ
の
情
報
提

供
な
ど
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

く
。

企
業
誘
致
に
関
連
し
て
の
中
津
森
地

区
農
振
農
用
地
の
除
外
に
つ
い
て
。

大
群
橋
か
ら
宝
小
学
校
ま
で
の
農
振

農
用
地
は
、
都
留
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
が
格
段
に
向
上
し
た

こ
と
か
ら
企
業
誘
致
適
地
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
土
地
利
用
状
況
及

び
災
害
リ
ス
ク
の
面
を
考
慮
し
、
厚
原
牛
石

地
区
を
企
業
誘
致
適
地
に
選
定
し
、
優
先
し

て
企
業
誘
致
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
の
地
形
的
制
約
を
踏
ま
え

る
と
、
議
員
の
ご
意
見
の
と
お
り
、
下
請
け

企
業
等
が
一
体
で
企
業
立
地
す
る
際
な
ど
に

は
、
厚
原
牛
石
地
区
以
外
へ
の
企
業
誘
致
を

進
め
る
必
要
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
に
勘
案
し
て
い
く
。

役
割
と
目
的
は
。

役
割
は
主
に
３
つ
あ
り
、「
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
」、

「
都
市
計
画
の
決
定
、
変
更
の
際
の
根
拠
と

な
る
も
の
」、「
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
明
示
し
、
都

市
や
地
域
の
課
題
及
び
そ
れ
に
対
応
し
た
方

針
等
を
総
合
的
に
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
行
く
の
か
。

市
民
主
体
の
取
り
組
み
を
基
調
と
し
つ

つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目
標
を
共

有
し
、
相
互
の
適
切
な
役
割
分
担
を
協
働
に

よ
り
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
関
連
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
体
制
を
強
化
し
、
活
動
を
充
実
さ
せ
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
効
果
的
に
運
用
し
、
実

効
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

未
着
工
部
分
の
総
事
業
費
と
完
成
予
定

年
数
及
び
下
水
道
管
埋
設
総
延
長
、
加

入
世
帯
数
は
。

未
着
工
部
分
の
総
事
業
費
は
約
40
億
９

千
万
円
、
整
備
完
了
ま
で
に
は
78
年
程

度
か
か
る
試
算
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
末
の

下
水
道
管
埋
設
総
延
長
は
６
万
１
千
１
７
９

メ
ー
ト
ル
、
加
入
世
帯
数
は
約
２
千
４
０
０

世
帯
で
あ
る
。 

本
市
の
近
未
来
の
財
政
、
急
激
な
人
口

減
少
、
世
帯
数
を
見
据
え
た
時
、
下
水

道
事
業
の
将
来
の
展
望
は
。

下
水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
基
本

計
画
と
な
る
「
都
留
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
」
を
令
和
4
年
度
に
策
定
し
た
。

　
基
本
理
念
と
「
適
正
な
使
用
料
の
設
定
」、

「
下
水
道
接
続
率
の
向
上
」、「
整
備
計
画
区

域
の
縮
小
」
の
３
点
を
基
本
方
針
と
し
て
定

め
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

厚原牛石地区農振農用地をはじめとする
企業誘致施策のその後の進捗状況を問う

問答 都
留
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
今
後
の

目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て

問答問答

問答

問答 問答

問答

問答

問答問答問答

問答問答
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一般
質問

小俣 武議員

今
日
ま
で
の
成
果
は 

。

第
１
回
調
査
か
ら
82
件
の
空
き
家
が
解

消
し
た
。

空
き
家
対
策
の
将
来
展
望
は
。

利
活
用
可
能
な
空
き
家
は
活
用
し
、
管

理
状
態
の
悪
い
、
利
活
用
で
き
な
い
空

き
家
は
除
却
を
促
す
こ
と
を
念
頭
に
し
て
い

る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
成
果
は
。

87
件
の
契
約
が
成
立
。
移
住
希
望
者
の

受
け
皿
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
条
件
と
補
助
制
度

に
つ
い
て
。

原
則
ど
の
よ
う
な
住
宅
で
も
申
し
込
み

は
で
き
る
が
、
調
査
員
が
適
否
を
判
断
し
、

登
録
を
決
定
し
て
い
る
。
「
空
き
家
バ
ン
ク

利
活
用
事
業
補
助
金
」
は
、
賃
貸
の
場
合
は

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
建
物
所
有
者
に
、
売
買

の
場
合
は
購
入
者
に
助
成
を
す
る
。 

近
隣
住
民
の
家
屋
等
へ
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
時
の
責
任
は
誰
が
追
う
の
か
。

行
政
の
指
導
は
あ
る
の
か
。

賃
借
人
が
損
害
発
生
防
止
に
必
要
な
注

意
を
し
た
時
は
、
所
有
者
が
損
害
を
賠

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
物
件
の

欠
陥
に
よ
る
損
害
は
所
有
者
の
責
任
と
な
る

可
能
性
も
高
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
行
政

は
、
あ
く
ま
で
制
度
の
紹
介
窓
口
で
あ
り
、

問問 答問答問答 答

説
明
は
契
約
を
担
う
不
動
産
業
者
が
行
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

管
理
不
全
空
き
家
と
は
。

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
「
特
定

空
き
家
」
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
「
空
き

家
」
の
こ
と
。

管
理
不
全
物
件
へ
の
固
定
資
産
税
減
額

措
置
解
除
の
制
度
内
容
は
。 

市
が
「
助
言
・
指
導
」
や
「
勧
告
」
を

行
っ
て
も
な
お
、
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
ま
で
に
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
減

額
措
置
が
解
除
さ
れ
、
そ
の
後
の
税
金
が
最

大
で
６
倍
と
な
る
。

空き家対策を問う

市政を問う！

問答

次回の定例会は、
9月7日（木）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。

会議録検索システム市議会ホームページ

問答問答

特別委員会委員構成

会　派　構　成
令和5年5月11日現在

◎委員長　○副委員長

代 

表
代 

表
代 

表

藤
江
喜
美
子 

議
員

日
向

　美
徳 
議
員

志
村

　武
彦 

議
員

山
口

　一
裕 

議
員

小
澤

　
　眞 

議
員

小
林

　健
太 

議
員

小
俣

　哲
夫 

議
員

宮
林

　
　俊 

議
員

国
田

　正
己 

議
員

小
俣

　
　武 

議
員

奥
秋

　
　保 

議
員

谷
垣

　喜
一 

議
員

公明党 新　風ビジョン21 創 政 会

　6月8日の本会議において、特定の問題や事件について、審査及び調査研究を行うため、次のとおり特別委員

会を設置しました。

◎国田　正己　〇小澤　　眞　　

　小俣　　武　　小俣　義之　　谷垣　喜一　　鈴木　孝昌　　

　藤江喜美子　　山本　美正　　奥秋　　保　　日向　美徳　　

　小林　健太　　志村　武彦　　小俣　哲夫　　山口　一裕　　

　奥脇　隆夫　　宮林　　俊

議 会 改 革
特別委員会

リ ニ ア ・
観 光 振 興
特別委員会

教育・DX等
政 策 推 進
特別委員会

◎志村　武彦　〇小俣　哲夫　　

　小俣　　武　　国田　正己　　谷垣　喜一　　鈴木　孝昌　　

　山本　美正　　日向　美徳

◎小林　健太　〇宮林　　俊　　

　小俣　義之　　藤江喜美子　　小澤　　眞　　奥秋　　保　　

　山口　一裕　　奥脇　隆夫

委員会名 委　　　員

委員長
国田　正己

委員長
志村　武彦

委員長
小林　健太

各委員会も傍聴することができます。

　●総務産業建設常任委員会
　　9月21日（木）午前10時～

　●社会厚生常任委員会
　　9月21日（木）午後1時30分～

　●決算特別委員会
　　9月22日（金）午前10時～
　　9月25日（月）午前10時～
　　9月26日（火）午前10時～
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一般
質問

小俣 武議員

今
日
ま
で
の
成
果
は 

。

第
１
回
調
査
か
ら
82
件
の
空
き
家
が
解

消
し
た
。

空
き
家
対
策
の
将
来
展
望
は
。

利
活
用
可
能
な
空
き
家
は
活
用
し
、
管

理
状
態
の
悪
い
、
利
活
用
で
き
な
い
空

き
家
は
除
却
を
促
す
こ
と
を
念
頭
に
し
て
い

る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
成
果
は
。

87
件
の
契
約
が
成
立
。
移
住
希
望
者
の

受
け
皿
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
条
件
と
補
助
制
度

に
つ
い
て
。

原
則
ど
の
よ
う
な
住
宅
で
も
申
し
込
み

は
で
き
る
が
、
調
査
員
が
適
否
を
判
断
し
、

登
録
を
決
定
し
て
い
る
。
「
空
き
家
バ
ン
ク

利
活
用
事
業
補
助
金
」
は
、
賃
貸
の
場
合
は

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
建
物
所
有
者
に
、
売
買

の
場
合
は
購
入
者
に
助
成
を
す
る
。 

近
隣
住
民
の
家
屋
等
へ
大
き
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
時
の
責
任
は
誰
が
追
う
の
か
。

行
政
の
指
導
は
あ
る
の
か
。

賃
借
人
が
損
害
発
生
防
止
に
必
要
な
注

意
を
し
た
時
は
、
所
有
者
が
損
害
を
賠

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
物
件
の

欠
陥
に
よ
る
損
害
は
所
有
者
の
責
任
と
な
る

可
能
性
も
高
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
行
政

は
、
あ
く
ま
で
制
度
の
紹
介
窓
口
で
あ
り
、

問問 答問答問答 答

説
明
は
契
約
を
担
う
不
動
産
業
者
が
行
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

管
理
不
全
空
き
家
と
は
。

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
「
特
定

空
き
家
」
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
「
空
き

家
」
の
こ
と
。

管
理
不
全
物
件
へ
の
固
定
資
産
税
減
額

措
置
解
除
の
制
度
内
容
は
。 

市
が
「
助
言
・
指
導
」
や
「
勧
告
」
を

行
っ
て
も
な
お
、
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
ま
で
に
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
減

額
措
置
が
解
除
さ
れ
、
そ
の
後
の
税
金
が
最

大
で
６
倍
と
な
る
。

空き家対策を問う

市政を問う！

問答

次回の定例会は、
9月7日（木）午前10時

開会予定です。

議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？
議会を傍聴
しませんか？

過去の議会だよりや会議録はホームペー

ジでご覧いただけます。

会議録検索システム市議会ホームページ

問答問答

特別委員会委員構成

会　派　構　成
令和5年5月11日現在

◎委員長　○副委員長

代 

表
代 

表
代 

表

藤
江
喜
美
子 

議
員

日
向

　美
徳 

議
員

志
村

　武
彦 

議
員

山
口

　一
裕 

議
員

小
澤

　
　眞 

議
員

小
林

　健
太 

議
員

小
俣

　哲
夫 

議
員

宮
林

　
　俊 

議
員

国
田

　正
己 

議
員

小
俣

　
　武 

議
員

奥
秋

　
　保 

議
員

谷
垣

　喜
一 

議
員

公明党 新　風ビジョン21 創 政 会

　6月8日の本会議において、特定の問題や事件について、審査及び調査研究を行うため、次のとおり特別委員

会を設置しました。

◎国田　正己　〇小澤　　眞　　

　小俣　　武　　小俣　義之　　谷垣　喜一　　鈴木　孝昌　　

　藤江喜美子　　山本　美正　　奥秋　　保　　日向　美徳　　

　小林　健太　　志村　武彦　　小俣　哲夫　　山口　一裕　　

　奥脇　隆夫　　宮林　　俊

議 会 改 革
特別委員会

リ ニ ア ・
観 光 振 興
特別委員会

教育・DX等
政 策 推 進
特別委員会

◎志村　武彦　〇小俣　哲夫　　

　小俣　　武　　国田　正己　　谷垣　喜一　　鈴木　孝昌　　

　山本　美正　　日向　美徳

◎小林　健太　〇宮林　　俊　　

　小俣　義之　　藤江喜美子　　小澤　　眞　　奥秋　　保　　

　山口　一裕　　奥脇　隆夫

委員会名 委　　　員

委員長
国田　正己

委員長
志村　武彦

委員長
小林　健太

各委員会も傍聴することができます。

　●総務産業建設常任委員会
　　9月21日（木）午前10時～

　●社会厚生常任委員会
　　9月21日（木）午後1時30分～

　●決算特別委員会
　　9月22日（金）午前10時～
　　9月25日（月）午前10時～
　　9月26日（火）午前10時～
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　一般選挙後に初めて行われる議会のことを言います。

　選挙により議員の当選が確定すると当選議員によって議会が構成され、議

会は成立します。しかしながら、議会が法律上の権限を有効に行使するため

には、招集により会期が始まっていなければならず、また、議事を進めるためには、議

長、副議長、常任委員会等が決定または構成されていなければなりません。

　このため、都留市議会では、令和5年５月臨時会を開会し、議会が活動するために必要

な事項を決定しました。

初議会 とは？

各委員会の審査内容と結果６月
定例会

総務産業建設 常任委員会 ６月２１日　
午前１0時から

付託された議案7件（条例1件、補正予算2件、事業会計補正予算2件、その他2件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委員長：志村　武彦　副委員長 ：山口　一裕
委　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤江　喜美子、山本　美正、日向  美徳、宮林   俊

■審査した議案（付託議案）

都留市営住宅条例中改正の件
市道の路線の廃止の件
市道の路線の変更の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 4号 )
令和 5年度都留市盛里財産区特別会計補正予算
(第 1号 )
令和 5年度都留市水道事業会計補正予算 (第 2号 )　
令和 5年度都留市簡易水道事業会計補正予算 (第 1号 )

・議第 42号
・議第44号
・議第45号
・議第46号
・議第47号

・議第48号
・議第49号 委員会の様子

※議第46号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■
議
第
46
号
　
令
和
５
年
度
都
留
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
一
部

【
生
涯
活
躍
の
ま
ち
つ
る
事
業
】

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
構
築
事

業
で
導
入
す
る
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き

自
転
車
は
新
規
購
入
か
。
対
象
エ
リ
ア
や

管
理
者
、
破
損
時
の
補
償
な
ど
は
。

令
和
４
年
５
月
に
都
留
文
科
大
学
、

富
士
急
行
株
式
会
社
、
本
市
の
三
者

で
連
携
協
定
を
結
び
、
地
域
貢
献
事
業
を

研
究
す
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
5
類
移
行
と
観
光
へ
の
意
欲
の

盛
り
上
が
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高

ま
り
な
ど
も
含
め
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
と
な
る

が
、
市
内
の
各
駅
に
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き

自
転
車
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
市
内
を
周

遊
し
て
い
た
だ
く
形
に
な
る
。

　
都
留
文
科
大
学
に
は
お
勧
め
ル
ー
ト
の

選
定
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
の
研
究
を
、
富
士

急
行
株
式
会
社
に
は
駅
舎
の
提
供
と
購
入

し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
管
理

を
お
願
い
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
故
障
等
も
富

士
急
行
株
式
会
社
で
の
管
理
を
考
え
て
い

る
。 主

な
質
疑
内
容

問答

社会厚生 常任委員会 6月21日 
午後１時30分から

付託された議案5件（条例2件、補正予算1件、事業会計補正予算1件、その他1件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委員長：小澤　　眞　副委員長：小俣　哲夫　
委　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、奥秋　　保、小林　健太、奥脇　隆夫

■審査した議案（付託議案）

都留市税条例中改正の件
都留市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例及び都留市放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中
改正の件
都留市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 4号 )
令和 5年度都留市病院事業会計補正予算 (第 1号 )

・議第 40号
・議第41号

・議第43号
・議第46号
・議第50号 委員会の様子

※議第46号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■
議
第
43
号
　
都
留
市
の
特
定
の
事
務
を

取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
の
件

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
支
所
業
務
と
、
委
託
し

た
（
委
託
を
予
定
し
て
い
る
）
郵
便
局
で

行
う
支
所
業
務
に
違
い
は
あ
る
か
。

郵
便
局
へ
委
託
す
る
証
明
書
の
発
行

業
務
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て
い
る

も
の
が
、
そ
の
ま
ま
郵
便
局
で
も
発
行
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

主
な
質
疑
内
容

■
議
第
46
号
　
令
和
５
年
度
都
留
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）の
一
部

【
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
】

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

健
康
に
つ
な
が
る
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
る
た
め
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
機
会
の
少
な
い
働
き
世
代
、
特
に
無

関
心
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
習
慣
化
に
つ

な
げ
る
た
め
の
機
会
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

　
具
体
的
に
は
、
10
月
以
降
、
親
子
向
け

の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
や
初
心
者
運
動
教

室
、
ゲ
ス
ト
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
運
動
教

室
、
健
康
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
１１
月
以
降
に
は
、
地
元

企
業
に
働
き
か
け
を
行
い
、
モ
デ
ル
企
業

を
募
り
、
従
業
員
向
け
に
、
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
習
慣
化
へ
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

問答

問答

10 月 1日から、宝地域コミュニティセンターと
盛里地域コミュニティセンターの証明書発行業務
を郵便局に委託します。

○委託を受ける郵便局　
　宝郵便局、都留朝日郵便局
○委託する業務
　戸籍謄本・住民票の写し等の請求受付・交付、
　軽自動車税納税証明書の請求受付・交付、
　印鑑登録証明書の請求受付・交付



つる市議会だより　1415　つる市議会だより

　一般選挙後に初めて行われる議会のことを言います。

　選挙により議員の当選が確定すると当選議員によって議会が構成され、議

会は成立します。しかしながら、議会が法律上の権限を有効に行使するため

には、招集により会期が始まっていなければならず、また、議事を進めるためには、議

長、副議長、常任委員会等が決定または構成されていなければなりません。

　このため、都留市議会では、令和5年５月臨時会を開会し、議会が活動するために必要

な事項を決定しました。

初議会とは？

各委員会の審査内容と結果６月
定例会

総務産業建設 常任委員会 ６月２１日　
午前１0時から

付託された議案7件（条例1件、補正予算2件、事業会計補正予算2件、その他2件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委員長：志村　武彦　副委員長 ：山口　一裕
委　員：小俣　義之、谷垣　喜一、藤江　喜美子、山本　美正、日向  美徳、宮林   俊

■審査した議案（付託議案）

都留市営住宅条例中改正の件
市道の路線の廃止の件
市道の路線の変更の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 4号 )
令和 5年度都留市盛里財産区特別会計補正予算
(第 1号 )
令和 5年度都留市水道事業会計補正予算 (第 2号 )　
令和 5年度都留市簡易水道事業会計補正予算 (第 1号 )

・議第 42号
・議第44号
・議第45号
・議第46号
・議第47号

・議第48号
・議第49号 委員会の様子

※議第46号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■
議
第
46
号
　
令
和
５
年
度
都
留
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
一
部

【
生
涯
活
躍
の
ま
ち
つ
る
事
業
】

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
構
築
事

業
で
導
入
す
る
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き

自
転
車
は
新
規
購
入
か
。
対
象
エ
リ
ア
や

管
理
者
、
破
損
時
の
補
償
な
ど
は
。

令
和
４
年
５
月
に
都
留
文
科
大
学
、

富
士
急
行
株
式
会
社
、
本
市
の
三
者

で
連
携
協
定
を
結
び
、
地
域
貢
献
事
業
を

研
究
す
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
5
類
移
行
と
観
光
へ
の
意
欲
の

盛
り
上
が
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高

ま
り
な
ど
も
含
め
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
と
な
る

が
、
市
内
の
各
駅
に
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き

自
転
車
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
市
内
を
周

遊
し
て
い
た
だ
く
形
に
な
る
。

　
都
留
文
科
大
学
に
は
お
勧
め
ル
ー
ト
の

選
定
や
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
の
研
究
を
、
富
士

急
行
株
式
会
社
に
は
駅
舎
の
提
供
と
購
入

し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の
管
理

を
お
願
い
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
故
障
等
も
富

士
急
行
株
式
会
社
で
の
管
理
を
考
え
て
い

る
。 主

な
質
疑
内
容

問答

社会厚生 常任委員会 6月21日 
午後１時30分から

付託された議案5件（条例2件、補正予算1件、事業会計補正予算1件、その他1件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委員長：小澤　　眞　副委員長：小俣　哲夫　
委　員：小俣　　武、国田　正己、鈴木　孝昌、奥秋　　保、小林　健太、奥脇　隆夫

■審査した議案（付託議案）

都留市税条例中改正の件
都留市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例及び都留市放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中
改正の件
都留市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の件
令和5年度都留市一般会計補正予算 (第 4号 )
令和 5年度都留市病院事業会計補正予算 (第 1号 )

・議第 40号
・議第41号

・議第43号
・議第46号
・議第50号 委員会の様子

※議第46号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

■
議
第
43
号
　
都
留
市
の
特
定
の
事
務
を

取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
の
件

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
支
所
業
務
と
、
委
託
し

た
（
委
託
を
予
定
し
て
い
る
）
郵
便
局
で

行
う
支
所
業
務
に
違
い
は
あ
る
か
。

郵
便
局
へ
委
託
す
る
証
明
書
の
発
行

業
務
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て
い
る

も
の
が
、
そ
の
ま
ま
郵
便
局
で
も
発
行
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

主
な
質
疑
内
容

■
議
第
46
号
　
令
和
５
年
度
都
留
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）の
一
部

【
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
】

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

健
康
に
つ
な
が
る
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
る
た
め
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
機
会
の
少
な
い
働
き
世
代
、
特
に
無

関
心
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
習
慣
化
に
つ

な
げ
る
た
め
の
機
会
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

　
具
体
的
に
は
、
10
月
以
降
、
親
子
向
け

の
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
や
初
心
者
運
動
教

室
、
ゲ
ス
ト
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
運
動
教

室
、
健
康
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
１１
月
以
降
に
は
、
地
元

企
業
に
働
き
か
け
を
行
い
、
モ
デ
ル
企
業

を
募
り
、
従
業
員
向
け
に
、
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
習
慣
化
へ
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

問答

問答

10 月 1日から、宝地域コミュニティセンターと
盛里地域コミュニティセンターの証明書発行業務
を郵便局に委託します。

○委託を受ける郵便局　
　宝郵便局、都留朝日郵便局
○委託する業務
　戸籍謄本・住民票の写し等の請求受付・交付、
　軽自動車税納税証明書の請求受付・交付、
　印鑑登録証明書の請求受付・交付
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市

　長

　提

　出

議第38号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第3号)

都留市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例及び都留市
放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例中改正の件

契約締結の件(都の杜うぐいすホール大
ホール特定天井及び照明設備改修工事)

議第39号

都留市税条例中改正の件議第40号

議第41号

都留市営住宅条例中改正の件議第42号

都留市の特定の事務を取り扱う
郵便局の指定の件

議第43号

市道の路線の廃止の件議第44号

市道の路線の変更の件議第45号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第4号)

議第46号

令和5年度都留市盛里財産区特
別会計補正予算(第1号)

令和5年度都留市水道事業会計
補正予算(第2号)

議第47号

議第48号

令和5年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第1号)

議第49号

令和5年度都留市病院事業会計
補正予算(第1号)

議第50号

教育委員会委員の任命について
同意を求める件

議第51号

議第52号 農業委員会委員の任命について
同意を求める件

議第53号 桑代沢外17 恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

諮問第2号 人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

可決

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

　月定例会議決結果６

○は賛成　×は反対　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

市
長
提
出

区

　分

議員名
議決
結果

議案等名

承第2号 専決処分の承認を求める件
(都留市国民健康保険税条例中改正の件)

専決処分の承認を求める件
(都留市税条例中改正の件)

承第3号

令和5年度都留市一般会計予算
（第2号）

議第35号

令和5年度都留市水道事業会計
補正予算（第1号）

議第36号

監査委員の選任について同意を
求める件

議第37号

承認

承認 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
江
喜
美
子

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

日
向

　美
徳

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

 

宮
林

　
　俊

     

　月臨時会議決結果５

○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

議 会 日 誌

東桂地域コミュニティセンター竣工式

年度始め式

議会だより編集委員会

都留文科大学入学式

第49回ソフトボール大会年間総合開会式

山梨県議会議員一般選挙（都留市・西桂選

挙区）当選証書付与式

第269回山梨県市議会議長会定期総会、

議会だより編集委員会

市議会議員一般選挙当選証書付与式

市制69周年記念式典、田原交流センター

（nicot）開所記念式典

全員協議会

全員協議会、5月臨時会

都留機械金属工業協同組合懇親会

関東市議会議長会 理事会・定期総会、

都留市商工会第62回通常総代会

富士・東部広域環境事務組合議会臨時会、

都留市民生委員児童委員協議会定期総会

27日（土）

28日（日）

29日（月）

30日（火）

31日（水）

  5日（月）

  8日（木）

11日（日）

12日（月）

14日（水）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

23日（金）

29日（木）

  2日（日）

  3日（月）

  4日（火）

  5日（水）

  9日（日）

11日（火）

14日（金）

24日（月）

29日（土）

11日（木）

18日（木）

20日（土）

25日（木）

26日（金）

第30回都留市ふれあい全国俳句大会、

都留ライオンズクラブ60周年記念式典

都留市文化協会定期総会

全国自治体病院経営都市議会協議会 

理事会・定期総会

都留市老人クラブ連合会定期総会

青少年育成都留市民会議定期総会

議会運営委員会、全員協議会

6月定例会開会、全員協議会

第45回都留市合唱祭

第39回ふるさと時代祭り実行委員会総会

第99回全国市議会議長会定期総会

代表質問

一般質問

総務産業建設常任委員会、

社会厚生常任委員会

議会運営委員会、全員協議会、6月定例会

閉会、教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

第9回都留市セーフコミュニティ推進協議会

（R5.4月～6月）
各会議等における議員の欠席日数状況報告

小
俣

　
　武

小
俣

　義
之

国
田

　正
己

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

藤
江
喜
美
子

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

奥
秋

　
　保

日
向

　美
徳

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

宮
林

　
　俊

̶̶̶4̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

 

̶

̶̶̶1̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

̶̶̶2̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

̶̶̶3̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 

本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

４ 月

6 月

5 月

■表　彰

　　全国市議会議長会会長から長年にわたり市政発展に尽くされた功績により、

　次のとおり表彰を受けました。

　　　　○　20年勤続特別表彰　　　谷 垣 　 喜 一 　議員
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市

　長

　提

　出

議第38号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第3号)

都留市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例及び都留市
放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例中改正の件

契約締結の件(都の杜うぐいすホール大
ホール特定天井及び照明設備改修工事)

議第39号

都留市税条例中改正の件議第40号

議第41号

都留市営住宅条例中改正の件議第42号

都留市の特定の事務を取り扱う
郵便局の指定の件

議第43号

市道の路線の廃止の件議第44号

市道の路線の変更の件議第45号

令和5年度都留市一般会計補正
予算(第4号)

議第46号

令和5年度都留市盛里財産区特
別会計補正予算(第1号)

令和5年度都留市水道事業会計
補正予算(第2号)

議第47号

議第48号

令和5年度都留市簡易水道事業
会計補正予算(第1号)

議第49号

令和5年度都留市病院事業会計
補正予算(第1号)

議第50号

教育委員会委員の任命について
同意を求める件

議第51号

議第52号 農業委員会委員の任命について
同意を求める件

議第53号 桑代沢外17 恩賜林保護財産区管理会
委員の選任について同意を求める件

諮問第2号 人権擁護委員の推薦について意
見を求める件

可決

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　

　月定例会議決結果６

○は賛成　×は反対　欠は欠席　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　欠　○　○　○　
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議員名
議決
結果

議案等名

承第2号 専決処分の承認を求める件
(都留市国民健康保険税条例中改正の件)

専決処分の承認を求める件
(都留市税条例中改正の件)

承第3号

令和5年度都留市一般会計予算
（第2号）

議第35号

令和5年度都留市水道事業会計
補正予算（第1号）

議第36号

監査委員の選任について同意を
求める件

議第37号

承認

承認 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
江
喜
美
子

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

日
向

　美
徳

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

小
俣

　哲
夫

山
口

　一
裕

奥
脇

　隆
夫

 

宮
林

　
　俊

     

　月臨時会議決結果５

○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　

議 会 日 誌

東桂地域コミュニティセンター竣工式

年度始め式

議会だより編集委員会

都留文科大学入学式

第49回ソフトボール大会年間総合開会式

山梨県議会議員一般選挙（都留市・西桂選

挙区）当選証書付与式

第269回山梨県市議会議長会定期総会、

議会だより編集委員会

市議会議員一般選挙当選証書付与式

市制69周年記念式典、田原交流センター

（nicot）開所記念式典

全員協議会

全員協議会、5月臨時会

都留機械金属工業協同組合懇親会

関東市議会議長会 理事会・定期総会、

都留市商工会第62回通常総代会

富士・東部広域環境事務組合議会臨時会、

都留市民生委員児童委員協議会定期総会

27日（土）

28日（日）

29日（月）

30日（火）

31日（水）

  5日（月）

  8日（木）

11日（日）

12日（月）

14日（水）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

23日（金）

29日（木）

  2日（日）

  3日（月）

  4日（火）

  5日（水）

  9日（日）

11日（火）

14日（金）

24日（月）

29日（土）

11日（木）

18日（木）

20日（土）

25日（木）

26日（金）

第30回都留市ふれあい全国俳句大会、

都留ライオンズクラブ60周年記念式典

都留市文化協会定期総会

全国自治体病院経営都市議会協議会 

理事会・定期総会

都留市老人クラブ連合会定期総会

青少年育成都留市民会議定期総会

議会運営委員会、全員協議会

6月定例会開会、全員協議会

第45回都留市合唱祭

第39回ふるさと時代祭り実行委員会総会

第99回全国市議会議長会定期総会

代表質問

一般質問

総務産業建設常任委員会、

社会厚生常任委員会

議会運営委員会、全員協議会、6月定例会

閉会、教育・ＤＸ等政策推進特別委員会

第9回都留市セーフコミュニティ推進協議会

（R5.4月～6月）
各会議等における議員の欠席日数状況報告
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本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

４ 月

6 月

5 月

■表　彰

　　全国市議会議長会会長から長年にわたり市政発展に尽くされた功績により、

　次のとおり表彰を受けました。

　　　　○　20年勤続特別表彰　　　谷 垣 　 喜 一 　議員



夏　　　　号

　
こ
こ
数
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
議
会
報
告

会
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
活
動
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

5
月
に
法
的
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
少
し
で

も
早
く
か
つ
て
の
日
常
を
取
り
戻
し
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

議
会
は
二
元
代
表
制
の
も
と
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
策
提

言
な
ど
を
行
い
、
市
民
生
活
を
守
る
た

め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
４
年
に
一
度
の
都
留

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
施
行
69
年
が
経
つ
中
で
初
の
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
常
に
自
己
研
鑽
に
努

め
、
よ
り
一
層
皆
様
に
寄
り
添
う
姿
勢

で
今
後
の
議
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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正
己

都留市 議会だより

No.208No.208
令和5年8月1日発行

TSURU CITY

都留市議会
TEL 0554-43-1111   E-mail : gikai@city.tsuru.lg.jp

2023

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
日
向
　
美
徳

副
委
員
長
　
小
林
　
健
太

委
　
員
　
国
田
　
正
己

委
　
員
　
小
澤
　
　
眞

委
　
員
　
志
村
　
武
彦

この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

10周年
調印式

30周年

40周年40周年

20周年

９月定例会日程（予定）
　　●開　　会  ９月 ７日（木）
　　●代表質問  ９月19日（火）
　　●一般質問  ９月20日（水）
　　●閉　　会  ９月29日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●9月4日（月）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　都留市には本校のほか、山梨県立産業技術短期大学

校都留キャンパス、都留文科大学、健康科学大学などの

教育機関が多くあり、教育環境がとても充実している県

内有数の街だと思います。また、様々な分野の企業が集

中しているだけでなく、都心へのアクセスが良いことから

東京方面への通勤・通学者も多く、学びや労働の機会が

豊富に与えられている立地だと思います。

　東京まで約１時間半という距離感や、自然が豊かで住

みやすく、水もおいしいこの環境で過ごせることに日々あ

りがたみを感じてもいます。

　新型コロナウイルスの影響もあり、大名行列をはじめと

する様々な行事が縮小されていましたが、今後、コロナ禍

前のあの活気が戻ることを大いに期待しています。

私たちが過ごす都留市について思うこと

山梨県立都留興譲館高校　
3年

滝口　宗大さん

　都留市は学生達との距離が近い町だと私は思います。

　学校の周辺には若者が遊ぶ場所がたくさんあるだけで

なく、私が通う高校の近くには複数の大学があり、本校と

学習支援などの交流が行われています。大学とはどのよう

なところかを直接的に感じることが出来るとともに、おの

ずから大学に対する意識も高まってきます。

　一方、都留市は水かけ菜の栽培が有名ですが、地域の

特徴を生かした特産品作りにも大きな魅力を感じていま

す。そして、歴史ある街並みの中で地域の方々を中心にと

り行われている八朔祭りには、郡内や県内の方々のみな

らず、全国各地や海外からも多くの観光客が訪れます。こ

のような都留市の魅力を私も何らかの形で発信していけ

たらと思っています。

都留市について感じていること

山梨県立都留興譲館高校　
3年

小幡　真央さん

18

議会だより編集委員会

●表紙の説明
　都留市がアメリカ合衆国のヘンダーソンビル市と姉妹都市締結を
してから今年で40年。この間、公式訪問団や姉妹校での取り組み、ち
びっこ海外使節団など、たくさんの市民の皆さんとともに交流を深め
てきました。
　40周年記念式典は、7月7日に田原交流センター（nicot）でウェブ
会議システムを活用して行われ、これまでの振り返りとこれからの交
流活動について提案がされました。

特別委員会委員構成 他  ……13
各委員会の審査内容と結果…14～15
定例会議案議決結果 他 …16
議会日誌 他 ………………～17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

議員紹介・正副議長就任あいさつ 他
　　　　　 ………………2～3
定例会で決まった主なこと 他…4～5
市長所信表明 …………… 6
代表質問・一般質問目次…7
代表質問・一般質問…8～12

都留市・ヘンダーソンビル市姉妹都市締結40周年
~nicotで記念式典をWeb開催！~

公式訪問
2016


